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研究テーマ

　高等植物の個体発生における細胞間コミュニケーショ

ンの機能解明

研究概要

　植物は動けないという体制上の特徴から常に環境要因

の変化にさらされていますが、それらの変化にうまく

適応することで、生育し続けることを可能としていま

す。植物が、外部環境の変化に応答するとき、植物細胞

にとっての最外層である細胞壁からどのようにして細胞

内へとシグナルが送られ、どのような細胞間のコミュニ

ケーションを行うことで適応反応が引き起こされている

のか、またそれによってどのように個体発生を行ってい

るのかについて明らかしていきたいと考えています。

１）高等植物の細胞間接着・細胞間コミュニケーション

の役割

植物は細胞壁を介した細胞間のコミュニケーションを行

うことで、外部環境の変化に適応している場合が多く見

られるが、現在までに、細胞壁の機能と生合成のメカニ

ズムに関する知見はほとんど得られていない。これまで

に私は、細胞接着の主役たるペクチンの機能と生合成の

解明に取り組み、新たに開発した組織培養による細胞接

着性の弱くなった突然変異体nolac (non-organogenic 

callus with loosely attached cells) の作出系によっ

て、世界で初めてとなるペクチン生合成遺伝子の同定に

成功した（PNAS 2002）。この遺伝子は、頂端分裂組織で

特に発現が強く、メリステム形成と共にホウ素の作用点

であるラムノガラクツロナン II 二量体の形成に必須で

あることが判明している。また、生殖器官の詳細な発現

解析を行ったところ、タペート組織、花粉、花粉管の先

端、花柱の伝達組織において発現が見られた。ホウ素と

ペクチンの関わり合いは、分裂組織における細胞接着に

重要であるだけでなく、花粉管ガイダンスにも重要であ

ることが明らかとなってきた。別の変異体では、アラビ

ノースの輸送に関連した新規遺伝子が同定され、植物独

自の輸送系の解明が行われている。また、現在では、細

胞壁 -細胞膜 -細胞骨格へとつながる一連のメカニズム

を明らかとするため、細胞間の連絡に異常が生じた変異

体の作出に取り組んでいる。

２）離層細胞分化メカニズム

　葉，花，果実などの器官の老化が進むとやがて器官脱

離が生じる。器官脱離は老化と共に起こるとされるが、

十分に活発な器官であっても、数層からなる離層細胞が

すでに発生過程で形成されていることが多い。離層の組

織は細胞壁の薄い細胞群（離層細胞）からなり，葉柄な

どの軸を横切って形成される。離層が形成されるとき、

内部形態が複雑に変化するが、これは細胞分化はもちろ

ん、細胞分裂をも含む大がかりな発生過程の結果である。

器官脱離のおこる際，エチレンの誘導により、離層細胞

の細胞間中層が、ペクチン分解酵素などの細胞壁分解酵

素系により溶解して分離し，通導組織も断ち切られる。

器官脱離過程における生理現象とメカニズムは、現在ま

でに様々な視点から解明が行われてきているが、この過

程のターゲットとなる離層細胞の発生・分化については、

未だ明らかとされていないことが多い。現在、トマトの

離層が形成されない変異体jointless および JOINTLESS

遺伝子を用いて、離層細胞の分化過程を詳細に解析し、

また、マイクロアレイを行うことで、離層細胞分化過程

における様々な遺伝子の動態を調査することを行ってい

る。本研究により、器官脱離現象の根幹である離層細胞

の形成メカニズムが解明できることを期待している。
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